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常磐いわき市立病院眼科

は じ め に

新 抗 生 剤SF。837は マ ク ロ ラ イ ド系 に属 す る もの で,グ

ラ ム陽 性 菌 に 対 して は ロ イ コ マ イ シ ン よ り強 い 抗 菌 力 を

示 し,胃 腸 粘 膜 障 害 性 も 少 な く,経 口投 与 時 の吸 収 効 率 も

良 い とい わ れ て い る。また,ロ イ コマ イシ ン,ス ピ ラ マ イ シ

ン,ジ ョサ マ イ シ ン と 同 じ よ うに,ブ 菌 に 対 し耐 性 誘 導 能

を 示 さ な い とい う1)。 我 々は この た び 本 剤 の眼 科 領 域 に

おけ る検 討 を 行 な つ た の で,こ こに そ の成 績 を 報 告 す る。

実験 方法および実験成績

細菌学的検討

1971年1 .月か ら9月 までに 当科外来 を訪れ た,眼 感染

症 の患者か ら分離 したcoagulase陽 性 ブ菌30株 に対す

るSF-837の 感 受性分布お よびエ リス ロマイシ ン(EM),

オ レァン ドマィシン(OM),ロ ィ コマィシ ン(LM)な ど,

他 のマク ロライ ド系抗生剤 との交叉耐性につ いて検討 し

た0方 法はSF-837の 感受性分布につ いては,化学 療法学

会標準法 に準 じた寒天平板希釈 法に よ り,他 の抗生剤 と

の交叉耐 性の検討には,3濃 度デ ィス ク法に よる判定 は

きわ めて感受性の もの 〓,比 較 的感受性 のもの+,比 較

的抵 抗性の もの 士,抵 抗性 のあ るものを-と して表示

した。その成績 は表1の とお りであ る。病 原性 ブ菌30株

に対す るSF-837のMIC分 布は100～>100mcg/ mlの

もの2株(6.6%),3.12mcg/ mlの もの8株(26.6%),

1.56mcg/mlの もの19株(63.3%),0.78mcg/ mlの も

の1株(3.3%)で あ り,そ の大半 は1.56mcg/ ml以 下 に

集中 した 。また,SF-837に 高度耐 性を有す ると思われ る

株 はEM,OM, LMに 対 して も耐 性を有 して いた。

家兎の血清 内お よび房 水内濃度 の検討

実験 はす べて3kg前 後 の成熟 白色家兎を用 い,SF-837

200mg/kg相 当量を経 口投与 し,そ の後,経 時的に血液

お よび房水 を採 取 し,そ の移行濃 度を比較検討 した。測

定方法 はSarcina luteaを 検定菌 とす る薄層 カ ッ プ 法 に

よつ た。本法に よる最小測定 可能濃度は0.2mcg/ mlで

表1 病 原 性 ブ 菌 の 感 受 性
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あ る。 なお,本 実験に よる試料 の力価の計算は標準 曲線

に よる力価計算法に よつた。そ の成績は表2の とお りで

あ る。200mg/kgと 大量投与 のた めか,投 与後6時 間 まで

血 清内お よび房 水内に移 行が認め られ,血 清内濃度 の ピ

ー クは30分 で1.3mcg/ml ,房 水内移 行は2時 間でo.7

mcg/mlを 示 した。

健康な 女子成 人10名 にSF-837を1回400mgと

800mgを10日 間 の間隔 でcross overし,投 与後 の血

清 内濃度 を測定 した。測定方法は前記 と同様 であ る。そ

の成績は表3,4の とお りであ る。志願者10名 を2群

グル ープに分 け,Aグ ル ープ(5名)は 投与後1,3,5

時間に採血 し,他 の グル ープ(5名)は2, 4,6 時 間に

採 血 し,そ の血清 内濃 度を測定 した。一般に,400mg投

与 よ りは800mg 投 与の場合のほ うが血清 内の移 行は当

然 高か つたが,そ の持 続は意外に短か く,400mg 投 与で

は4時 間 まで移行が認 め られ たにす ぎず,800mg で も

6時 間では全 く移行が認 め られなかつた。

臨 床 治 験

眼 科外来を訪れた各種 の感染症 の うち,お もに麦 粒腫

についてそ の効果 を検 討 した。総症例21例 で,内 麦 粒腫7

例,外 麦粒腫13例,急 性霰粒腫1例 であつた。効 果判定基

表2200mg/kg経 口投与後 の家兎血清内お よび房

水内濃度

表3　 成 人1回SF-837400～800mg投 与 後 の 血 清 内 濃 度(mcg/ml)

(Aグ ル ー プ)

表4　 成 人1回sF-837400～800mg投 与 後 の血 清 内濃 度(mcg/ml)

(Bグ ル ー プ)
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準は,本 剤投与に よ り治療 した ものを有効,治 癒 したが

投与中,自 然排膿 したか,も し くは,外 科的処置 を行な

つた ものをやや有効,病 状 の悪化 した ものを無効,治 療

中来院を中止 して,効 果 の判然 としな いものを不 明 とし

た。また,投 与量 は成人1日1,200mg3回 分服 を原 則 と

した。その成績は表5,6に 示す とお りであ る。投 与 日数

3～6日 間で投与総量3,600～7,200mgで 症例21例 中,

有効10例,や や有効5例,無 効4例,不 明2例 で,副

作用は 胃部不快感が1例 に認 め られ たが,他 に忌むべ き

症状はみ られなかつた。

考按 および小括

眼病巣か ら分離 した病原性 ブ菌 に対す る抗菌力をみ る

と,我 々の検討で は,そ の大半は1.56mcg/mlに 集中 し

(6.6%),0.78mcg/ml以 下 のものはわずか3.3%に す ぎ

なかつた。このことはEMやJMよ り抗菌 力が弱い こと

を示す もの と思われ る2)。また,本 剤に耐性 を有す る株が

6.6%み られ,こ れは他 のマク βライ ド系抗生剤に も交叉

耐性を示 し,こ の株はマ ク ロライ ド系抗 生剤に耐性 のA

群に属す るもの と思われた。次にSF-837200mg/kg経 口

投与後 の 家兎 の血清 内お よび 房水内濃度 であ るが,200

mg/kgと い う大量 投与に もかかわ らず,そ の血清 内濃度

は一般に低 く,ピ ー クは投与後30分 で1・3mcg/ml,6時

間後に は0・4mcg/mlで あつた。 また,房 水 内濃 度は ピー

クは投与後2時 間で0.7mcg/mlで あ り,病原性 ブ菌に対

す る有効濃度 を1.56mcg/mlと す ると,こ の投 与量 で も

有効濃度に達 しない ことにな り,家 兎 の血 清内お よび房

水内濃度は きわ めて悪い ものと思われた 。そ こで,人 につ

いて の検討 を志願 者10名 に1回400mgお よび800mg

を10日 間の間隔でcrossoverに て投与 し,その血 清内濃

度 を測定 した ところ,1回400mg投 与の場合,Aグ ル

ー プでは投与後1時 間で1名(0.3mcg/ml)に ,3時 間で

4名(0.3～0.6mcg/ml)に,そ の血清 内に移 行が認め られ

た が5時 間では全 く認 め られなかつた 。また,Bグ ルー プ

表5　 SF-837の 臨 床 治 験 例(1)

表6　 SF-837の 臨 床 治 験 例(2)
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では投与後2時 間 に1名(0.3mcg/ml),4時 間に2名

(0.3～0.4mcg/ml)と そ の血 清内に移行が認 め られたが6

時間後に は全 く認 め られなかつた 。また,A,Bグ ル ー プ

あわせ て10名 中3名 は,ど の時点 において も血清内へ の

移行 は認 め られなかつた。 したがつて,SF-837 1回400

mg投 与 では,人 の場合は そ の血清 内移 行は悪 く,持 続

も4時 間 までであ り,房 水 内および角膜 な どへ の移行 は

さらに低 い もの と推 定 され る。いつぼ う,800mgl回 投

与で は,A,B両 グル ープと も各時点にお い て400mg

投与 に くらべ血 清内へ の移 行濃 度 も高 く,持 続 も5時 間

と延長 し,有 効濃度に達す る者 も散見で きたが,2名 に

お いては全 くその血清 内に移 行が認め られ なかつ た。 こ

の理 由に ついては,い まの ところ不明であ る。

次に本剤 を臨床的に使用 し,そ の効果を検討 した。投

与量 は1回400mgを1日3回,1日 量1,200mgを 原

則 と した 。 人 の血 清内濃度か らみ て1回800 mg, 1日

4～5回 が妥当 と思われた が,わ れわれが眼感染 症 に 対

し他 のマ クロライ ド系抗生 剤 と くにJMの 使用 の場合

に は1日3回,1日 量1,200mgを 投与 し,か な りの効果

をあげてい るので,本 剤 の投与量 もこれに準 じ 使 用 し

た 。本剤の使用にあた り,そ の適応 を主に麦 粒腫に限定

した0そ の理 由は,対 象疾 患を同一 にす る ことに よ りそ

の効 果がはつ き りす る こと,人 お よび家兎 の実験か ら血

清 内への移行が あま り良好でな く,し たがつて角膜や房

水内への移行が低 い もの と推定 され る ことか ら,角 膜 の

感染 症に本剤 の1日1,200mgの 投 与では不適 当と思わ

れ たか らであ る。 本剤 の効 果をみ ると,21例 中有効10

例,や や有効5例,無 効4例,不 明2例 で,や や有効例

を含め ると,有 効率 は71.4%と 人の血清内濃度が低 い

わ りには良好な成績 を示 した。本剤の使用 の実験 として,

1日1,200mgの 投 与におけ るその効果は,い わば シャー

プな もので はない。これは,本 剤の作用がお もにbacterio-

staticと いわ れてい る他に 血清 内濃度が低 い ことが主 因

と思われ,こ れ ら感染症 の治癒 に関 しては生 体側 の条件

が と くに関係す るもの と思われたo

副作用 につ いては投与後,胃 部不快 感を訴えた者が1

名 いたが,そ の他 と くに忌むべ き症 状は見 られなかつた。

結 論

1. SF-837の 眼 部病巣か ら分離 した病 原性 ブ菌30株

に対す るMICの 分布は,1.56mcg/ml以 下 に集中 した。

2. 家兎 に200mg/kgを 経 口投与 し,そ の血清内お よ

び房水 内濃度を測定 したが,そ の移行濃度は有効濃度に

達 しなか つた0

3. 成 人10名 に,1回400 mgと800 mgを cross

overに て投与 し,そ の血 清内濃度を測定 したが,400mg

投 与では有効濃度 に達せず,持 続は投与後4時 間 まで で,

3名 には全 く移行が認 め られなかつた。800mg投 与で

は有効濃度に達す る者 も認め られたが,2名 には全 く移

行が認め られず,持 続は投与後5時 間 まで と思われ た。

4.臨 床的 に1日1,200mg 3回 分服 で,お もに麦粒

腫に使用 した ところ,投 与期間3～6日 間,総 量3,500～

7,200mgで,有 効率71.4%で あつた。
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Abstract 
Ophthalmic use of SF-837, a new antibiotic was studied to evaluate their merits. The results ob-

tained were as follows. 
1. The sensitivity was measured by the plate dilution method with 30 strains of St. aureus isolated 

from patients. The MIC of this agent was less than 1.56 mcg/ml in 66.6%. 
2. SF-837 was given by a single oral administration dose of 200 mg/kg in rabbits. The maximum 

blood levels were 1.3 mcg/ml in 30 minutes after oral administration and the maximum aqueous levels 
were 0.7 mcg/ml after 2 hours of administration. 

3. Maximum blood levels in adults in 400 mg total doses were 0.6 mcg/ml 3 hours after oral administ-
ration and remained at a measurable level as long as 4 hours. 

4. The therapeutic effects in 21 patients with external ocular infection were as follows, very effective 
in 10 patients and effective in 5 patients, the total effectiveness rate being 71.4%. One patient com- 
plained of epigastric pain.


